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抄 録
15.他の 鏑體1こ.よる.Cd共 鳴 輻 射 の滔 去
11.C.Lipwon&A.C.G.!1[i[cAell,
1'hys.Rev.,48,926一弓0(193δ).
共 鳴 幅射 の 強 度 は1仙 の氣 懺 の 混 入 に依 つ τ 弱 め
られ る.そ れ は卑 坦 原 干 が,他 の氣 體 分 子 との 第=
.種衝 突 に よつ τ ・光 の 幅 射 以 前 に働 篷状 態 を 去 るか
らで あ る・ 此 の 如 き.共鳴 輻 射 の 淆 去 にuuしτ は,H9
及Naの 簇 氣 に就 て 研 究 せ られ たが ・未 だCdに 京虻
て 定 敏 的 の 結 果 が 艇 か つ た・G1はHgと 相nxのス
.ペク ト.ルを現 は す らの で あ る・ 著 者 はCdの32田 線
(伊P1→δISo)の共喝 轜 射 に就 て,種 々の 氣 體.(H.・.D;・
coVFf;,N含,(灘・}iこよ.る潅去 を測 定 し.之 よ 躰衝
突 面積'a'を 計 算:した・
例 へ ば(Cd藻 氣,2100C)目,1二於 て は.鯲 力
嘲1.ll1mn1よう影 響が 現 は れ ,0.dmmに於 τ張 度42'4'.
減 し,D=に 於 τ はi..ummにて 半 減.ナる,一 般 に 混
入 氣雌 の腰 力 の増 す 穫,.淆去 は 著.しくな り,他 氣 體
.c,カp.と 清 去 度(2.(他の 氣 體 の 存 在 す る場 合 ど,
しな い揚 合 との 共 鳴 柘 射 強 度 の 比)の 遨 最 とはS睦orll・
V(>lmw.式に よnT直 穣 的 關 係 に あ る ・ この 直線 め
傾 斜 よ ウ衝 突 面 積7～ が 計 羣 禺 來 る.そ の結 果 は
氣 體i.P・c・N・ い,CH,,
…(…18c・ ・o.・7・ 」9・ ・14…4・ ・.・21・.・1盆
tr,の衝突 画 積 の 大な る亭 は吹 の 如 く説 明'at,;:
@Pちca(53P1)のエTル:ギ ー3.784u11は,『ザ度ll冂
を分 解.し,CdHを生成 す..る1二.要す るエ.ネルギ ー に 導
しい ・ 歌[二女 式'
Cd(53P1)十H.→CdH十H
ぴ.7恥.i.{{v.O.Pv.
の如 き.北學 反 懸 が 起1:る・.cduの帶xベ ク トル.及..H
の 生成 はBend肛に よ りて 艦 か め・られ て ゐ る,ll.,に
於 て.も同様 で め ・る・ ヌ.(烈(53P夐)のニ#ル ギー=E..a.
vole43..li.ス域CO9擬 動 二 亭ル ギー(夫 ミ:1..i
ヤ1・1吸.3.83roll)に移 る事 も考 へ ら る・210。Cに於
け る.分子 のヂ 均述 動 ゴ 字ル ギー は0・07..ohとなつ
て,丁 度cd(53P1}とw(53Po)との#nギ 」.差に








蓮の種々の過劒 屯 工抑 都 φ出.xめ最 砂.な
し、もの力詈長 も有效であ.各と.云べよう辱(北卸.D
'　 }曜. 'り一唱-、
16.長く鑪 縵 す る活 性 窒 葉,衰 微 法 則 と
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る・若;し難 反慮が=佃 の窒素源于 と一個の窒素分
子 と.のヨ重衝突にて起る.もの と假定すれば㍗一定容
積霜二於て・麟 分子數は一完篭;て・.反應は外見1・二
吹に見 える.然 し壓締實臉 によ り、.盤積を變化ずれ






17.酸 棄 分 子 のPredissociat三〇n
l'.J.1:旦9埋,∫」CileロL.1】hyS.4,23(1墨妻36)・
酸 瀚 ・子 は.規波 長 の.方.t;S・htunapn・Rungeの帚 吸
り り
攻 〔皇7罰A四α』20'oeA}及.IT51.1以下 の 連 績 吸 叡 を
.持つ て:φ.る・.酸素の光 化學 に 於 て ・二.の二 つ め 吸 收 額
域唹 嬾 籾 側1・ よρ燵 靴 學反駟 灘 今
迄は光學的S;鋤起された酸素(帶吸敗め場舎)と酸棄
.原子(蓮綴吸敢の場合)の反應舵力の差によるものと












襲 表 せ られ たがg純 粹 の ー-.の液 態 及 周態1.Weては
最 近 に 於 τ も未 だ 研 究 が 不 充分 で あつ た・ 其 處 で 著
者 等 は 此 の7;wの研1窄に着 手.し,構 密 な.る.實驗1こ佐
り殆 ど純 粋 のD.の 蒸 裂 熱 ・.分干 熱 ・ 融 解 熱 ・ 碓 解
曲線,分 子容 等 を 決 定.した ・Cし で.街是 等の 實 測ray
か ら他 の 楓 々の量 を計 算 した 〒其 の鯖 果 を斑 め=ii.
の 暑 合.と比較 した の が 下 衰 で あ る・
D;H.
isssｰsに於 け る織 麌 熱,・..so-z・3ca1.219.牝aL
`0。1くに於 け る舞華 熱 ..874.Ow1.183,4rnl.
融 解熟..47・Ocal.'IR.Ocal.
CIDから求 ⇒ た特 性 温 度(H'〕.、.89。910
融 解 鮎18:65。K1:3.9ｰ1:
三重 點i二於Vヴる.40.δsa,3
融解 曲 線 の 傾 斜....Kg/cm=.Kg/cm2.'

















_心 職 。。。轟 蝉,1宥業皇諜 跨 黔 最の糊 が






18・.畢綿 球態 ②重 水 素 の 熱 的性 質
1:.Closiu5WE.1弛寧holo章116,Z..p6yaik.
=Chem.〔Bゴ,30,237{る7(1935).






1躱 の蠏 蝋 の位置か ら驚 砒 の亭 を獅 纏
が幽堪た・(外山)
～ 一..、
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中のNi及 びF・ の混紕 ・電解鯛 及び電洗嘩
(1〕。δ～騒Am酬血1ε)がFe・Ki合金を分離沈積.isr.
如阿なa影響を右するかを瀚認せんとするにある・
儲 雌 づ電解質物F・ 及び¥iの 混 合漉 度.を





電 流 密 度
:¥/dmｰ
溶液に於げるFe,罰
























































う。、墨 押 ・が櫛 駟 … 量φ州 嘩






して,そ の:積出に影響を輿へ る.・か く.τFe・職 合金
の電解陳件を蹣摘 しτゐる・〔蓮水)～ 四一}
20.活恥 電 槿 に於 い て同 時{姓 す る陰 極
及 び隆 極 の 直流 竃 流 分 極.
〔1〕 白金.パ ラ.ヂ昌 ウ ム:及び 金 を 活 動
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＼ 定材 こ:韓 よくないこ.とが分る喞 蝶 琳 素過
電壓は鳴趣分盈の設限點を超すと却つて負效果を県
し,し か1も一致 しない結果を示.φすこ ととなると・
(;$rk)
醒'{
zi.晴子 内へ め銀 の 援 散 に 就 い て
(〉.Kul即骨9hεwsk盲,Z・Eleklroehem:,92,Jai(19;=6)・
本研F究}まriイザ.マ耽..ウイル.ゼ丶～レ～・.命屬巨肝究所でな





1購r僻し砂 醗 諏 今鰍1蛾恒勲"と
すれば次の知 きもので.與へ られることを示 した・
・・一(蕩)1・泰
舞M耀 の騨 駄 弓 ・皿㌃ ついτ婁鰍 ・"!.
はxy(tll.¥11378の擴 敏 の 飽和 に 逼 した る時 の量 で あ





の存在にxつ τ著しき影響を羣"る ことを 具 出 し
た・APち著者はU.・天斯の嶄種の歴力下で'8一'29時
罔放置しT,そ のgutを 見たるに,そ の酸素の
謎の小なる.程,.その箇殻を著 しく,減逕せしむる二
とが分つた・而しで;着者は銀φ.N距痢子中への擴
散を殆ん..ξ魁 幅 に要する酸素暈1爆 にその存在
程度にτ可なること.を指示してゐる・(;$rk)













































23,害虫肥 除液 の``濡 ら し方,,の 測 定 法
7[.L.Cuppla,Inl,ling.Chem:,27rd'?19.一.:',i?
(193δ);28,:.60一一〇?(19..^,ti).
植 物 や動 物 の 害 虫 翳.除用 藥 液 嫉r脚;脂 肪 性 或 は
.堰質 の 軣 面 に 用 ひ ら.れる もの で あ るか ら,そ の 薬 液
が そ れ らの 表 面 を よ く濡.らす か 濡 ら さな いか に俵 て
その華 果 に 著.しい差 が 卑 寸・る り け で.あ.る・ こ.の濡 ら.
し方 を稲 助 母 遨 す る爲 に は・ 石 鹸:を混 ず るのが 通 例
で,例 へ ば 礁 酸 一 チ γ 黻1二 石 鹸 織 じ鳶 ちの が
■
}























物 油 面 に對 † る該 藥 液 のSpreadingcoefficient(S)で
あ つ 」ピ,こ れ はS=↑s-Tw-TwBに 俵 て 輿 へ られ
る・.茲に.'.q及TAは夫 々鑁 物言由及該 溶 法 の 喪 面 張
力 で..Tqnは兩 液 め 界所 弧 力 で あ つ τ,Sが 大 に な.
る罷溶 液 の擴 散性 が 大.とな る事 を 意味 し,著 者 は そ
れが 薫潤 性 の 大 に な る事 に對 應 す るaの と考 へ た。
面 しT.丁 鳥・TB・Tin等は夫 々d臨N砥yの 張 力言1・.
に 依 で.直接 測 定 しi:,:
先 づ 水 溶 液IWcc・ 中 オ レ イ ン酸15一 【P・匪9の も
の に對 して¥aUH歳 はNa.CO3の 量 を變 へ た場 合
Tム,T轟β 及 びS.が
第 一 圖 如 何
に變 化 す る,,,を
観 察 しナニ・ そ の代 表




範団 が 狹 い の に反..し
¥a.C(.,tの方1よSに
賊6Le5.XaOHpeτムInlc對 す る影 響 が比 較 的



















































に は.一屠 表 面 の性 賢 に.たき彗影 響 を奥 へ る事 .と思 は
れ る・」・の 責 験 は 凡 τ 韻 物 海 細 こ就 てfi7Fihたが ・
これが 實 際 の 揚 合,例 へ ば 昆 虫 の!t皮の 如 き表 面 と
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る炎面壓に於てほ殆んど異健化屎応のみが行はれ る
し,.w;をxにすれば重合反感が促遘さ.れる.・異性化














一 岬"脚 一 一 一
25,.腹 水 素 及 び 臉 水 皮 雁 に 癢 け るNi-A工:Oa















を測定 した・ この際Artheniusの反懸邁 度式x-
k.。C「舞.を闘 い.灘Qの 徹 求めた.綴
〔BJaロdi囗,Z・Phy師ik・Ohem.〔B〕・19,451(703E}〕に
於 いτ 観 察 され た 樣 に この嚇 合 に もhgko=aQ十b
:;る閥 係 式 が 成 立 す るこ とを廰 夢 泥・ 各騙 媒の 活性
麿 は反 應.しt:aア/L>一ル の%を 以 つ τ比 較 し.た・
卵 ち反 慮 管1ニー 定 玳 め アlbv-Mを 流 し上 耙の 反 應
を 行 は.し.め.た陛 ア;ルコー ル分 を凝 縮 し.同 時 に 螢 生
す;る践斯 を ガ ハ ビ.iレツ トに集 め て測 定.し兩者 か.ら










濃 しb.弐に よ く氷 溌 し,濾 遇 乾xeしτ 反 應 管 中 で
320.一adoｰCで水 素 を 以 っ て浬 元 して 造 つ た・.A曁は
邇元 さ れ な い でai,gの 形 でNlの 撒 鰍 とな る6
の..と考 へ られ る・xあ るも の はAI皇03を全 都 沈 澱 に
よ らな い で彦llに既 成 のA」 儀 を 一部 加へ τ造 っ た・
最 もπ灘 度 の六 きか つ た の は 丼ICI,・AIα、・NaOH
AI3(もを 朦 料 とし て.造つ た もの であ つ た・
上 記 三.反應 の 活性 化 エ ネル ギ ー及 びAaの 隙 は9:
々.の反 睚iに就 い て各 觸4k=aつTgETiるがQ'logko
め廡 は大 體 等 しか っ た・(:remer,E・,〔客・】}ヨ馳y5ik・Chew,
〔今ゴ廟149:2訓(1929)〕t3さきにm一 觸 喋 に依 る ヱ チ
ル ア ル 「一/Lの蛻 水 素 及び 肌 水 反應 のrTi1化m;iv
ギ ーfibし.い.ことを 報 じて 居 るが著 者 箏の ゼ}.合は 三
.反應 が お 互 に不 同 で.あ.つた・ 鍛 後 に著 者 等 は 混 合閣'
媒 の 活 性 場 所 は そ の 兩成 分 の.接糠 で あつ τSc6wnL
駒t・ 即 ・hemi・ch・・Tl・…i。1二於 け 研 縦1・ 瀬 の
もの:であ ら う と云 っ で居 る一(遠顧匡)
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敢 され る樣 に.するgcryま9巨用 周 溜ヒ鼓i.9d.106(トル
Yン 中 の波 長;0」i7圏nm)'[.はビ 雜 多 な反 射 を繰 返 じ
た 匿 糒 板1二向つ て歸 つ て來 砲 音霹 のx*H4


















































P・]figaardその他 .二三 の人 々の 實驗 に俵 つ て.if';
慍 に よ 弓超 音 浪 の 吸 收 係 數 の 測 定 値 は理 論 筆 よ り.も.
wか に'六.なる事 が 知 られ る.,理論 式 に於 て.は法 艘 の:
帖 度に 關 す る頂 即 ち,駄 琴2弓ω,隔Vo3が重 要 な 役割
を す る.但 し η は 粘 度 係 鍛 ・ 飾 は 密 度,UI.1ま振 動
轂.V。は 穹蓮 を表 は すsの とすa.液 麗 に於 てtiPm
Vo.及び η は温 度 の 繭 販 で あ るか ら41を 一 庫 .と.し
て も温 度 に 開 して は 触(t)≒oじnSLη(重ソ%(巳)〔Vo(り)'
と な る暗 者 厳 徽7・au78・ia.1胴0。ci二 於 艮
て 水 に依 る超 苣波 の 吸 牧 り 温 度 に梓 ぶ 變 牝 を 見7こ・
方 法 は1'.BiquaMの行 べ:る知 く.,超a波 に依.る光 の
黥 鱗 二鰹謬 譲謝1二蹇器f





`」一一一..　 .齟.▼一-.L.陶 魑、一_、.vゴ.曽., 一.


















の騨 激 はllcm/uourであるが之曇まr度咀 湧%
蠑 啌 鰰 の知 楙 す糠 鯉 羅 深定しτ・
U.8-0.125=0.iiuを以 て 解隈g;の 敬 着 擘.とし 「で
表 は.し.0・126を雫 衡遭 度 と し
41n20J
≒ヴC
大 部 分 溶解 で あb、
が 件 生 し て ゐ る ら し く,HKaCIの時 は 典韲 的 な吸 瞥
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な る.ラン グ ミ.ユア ー 式 に よ く 常 嵌 る・("=0.JJ..
」,置a2.n).
家 にacrosolの濃 度 を3..;10皿g/Literの範凋 で變
化 す る と油 とNH・C且 との 婚 合 に 差 が あ る.油 の 時
は..濃度が 大.とtoる操aerosolの畢 位tFに 就 τ の
取 著 壘 が,.と.なh,2仙g'L・以..ヒの 貧 肚濃 度 で は ・
1一C曲 線 は 殆 ん ど直線 に 成 るが ,20mg/L.以下 で
は 急 に曲線 は 濃 度 軸 の方 へ 著 し く曲 っ τ 來 る・ 之が
訛 明 に 當 っ て は,先 づncrosol生成 の際 め念 速 凝結
に 俵つ τ一 定 め(/plimalgrussを持 つ た 粒 子 が 画 來 る
が 之 の大 い さはaerosolの濃 度が 變 化 して も變 らな
い もの で あ る とい ふ 假 定 か.ら出 憂 して ゐ る・ 而 して
濃 度 斑 くriN氣の勤 飽 和 度 が 高 けれ ば 高 い 程,凝 結
に必 要 とせ られ る核 は相 封 的 に よ う少 とな5.aer`レ
SUIを構 成 すべ き 蒸 魚 の 凝艦 に よ る.核lihと臭 素 敢
著 とが 併 行 しや す くな り.緒 腸Op匠lma且g商に 成 る
迄 に よ り多 娥 の 臭 素 を 粒 于 内へ 溶解 せ しめ る爲 で あ
る と しで ゐ る・ 他 方NI.laCIの措 合 には,濃 度 の 高
馬、程敗 着 量 力;.丿くきしマ事 に}よ饗 り譬よな し、ゐち1鹽一C曲
線 の 形 は何 れ も或 る澹 度 の所 で1「の 最 高idiが表 は れ
て ゐ るが,之 は 臭 素 の 高濃 度 に於 て はacromlの凝
縞 を起 す た め で あ ら う と して ゐ る・(小 野)
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TrUユat.」,」●」 】s】 ⊃iffraotionde5blectronee魯8e8appiication8。PP・61曾Paris・
㍉「4E5. ,.
WatersW.A.一Phyd。alムspectsofOrganleChemistry・yr・5・i,Londun,¥2・ ・2$,
